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伊賀焼技術講座“伊賀焼を学ぶ” 
 

我々の業務の中で「人材育成」があります。これまでも単発の技術講座は行ってきましたが、タイミングが

合わず受講できない方もありました。 

そんな中、伊賀焼振興協同組合の理事から「伊賀焼に係わる若手たちが粘土や釉薬のことをもっと知りた

がっている。」との相談を受けました。そこで、参加者とテーマの募集を組合が行い、我々がそのテーマに沿

った講義を行うといった役割分担をしました。また、講義開始時刻を 18:30にすることで参加しやすくしました。 

その結果、令和１年から２年にかけ、表の様なテーマで 16回行いました。また、参加者は伊賀焼窯元のみ

ならず、関連する坏土・釉薬企業や支援団体参加企業・団体で延べ 22 社、参加人数が延べ 125 名となりま

した。 

途中コロナ禍になり、対面での講義が出来ず、中断しましたが、オンラインの環境が整ったことで、最後の

４回は ZOOMを活用して講義を行いました。 

現在、この連続講座は行われていませんが、ご興味がございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

担当：窯業研究室伊賀分室 TEL:0595-44-1019 
 

テーマ「伊賀地域の粘土」の様子

（対面形式） 

日本でも有数の粘土を産出する伊

賀地域の特徴や成因についての

解説、考察をし、参加者と討議しま

した。 

テーマ「耐熱陶器」（オンライン形

式） 

全国で 8割以上が三重県で生産

される耐熱陶器（土鍋）の特徴等

の解説、考察をし、参加者と討議

しました。 

伊賀焼技術講座“伊賀焼を

学ぶ”のテーマ名 


